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抗結核 活働性免疫 ノ獲得ニ 於 ケルAOト 結核 菌

「コクチゲ ン」トノ效 力 ノ比較 實驗

第2報,AOニ ョリテ獲得セラルベキ最大抗結核兎疫程度
へ

京都帝國大醫層學部外科學教室(鳥鴻敢授指導)

規 院學生 層拳士 河 田 幸 一 郎

緒

生結核菌 テ健常梅狽 ノ腹腔二注射 シタル場合 ノ

感染程度ハ禮重 ノ推移(1)、 生存日敷(2)b盟

重100瓦 二封スル臓器増量度、即チ病愛進行度

(3)及 ピ盟重100瓦 拉 二臓器1瓦 昌封 スル臓器

檜量度即 チ臓器罹患程度(4)ノ4ツ ノ項 目二於

テ信頼スルニ足ル指標的債値 アルモノナルコ ト

テ知 リ得タリ(第1報)。

故二是等テ指標 トシテ結核免疫元AOテ 以 テ免

疫 シタル海瞑 ノ活働性免疫程度テ研究 シ「最大

、

雷

ノ免疫敷果 ラ霧ゲ得ルAOノ 用量」ラ検索セン

トス。蓋 シ免疫元用量 ト免疫獲得程度 トノ間ニ

ハ必ズー定 ノ關聯 アルモノニシテ免疫元 ノ量テ

増大 スレパスル程多々盆 ℃免疫獲得程度モ亦無

限二増大 シ行 クモノニアラズ、必ズー定 ノ最大

限度 アリ、此 ノ最大限度以上ニテハ免疫元量テ

壇加スレパスル私 免疫獲得程度ハ却テ反封二

減弱 シ行 クモノナルガ故 ナリ。

實験材料

1.AO3號 市 販 、 製 造 日付,昭 和8年4月

11日 。

2.感 染 用 人型 結 核 菌 液 第1報 所 載 ノ 通 リ

(菌量約O.OOO71E》 。

e3
.試 獣 健 常 雄 性 海 瞑 ニ シテ盟 重300瓦 内外

ノモ ノ5頭 ラ1群 トス。 其 ノ飼 養 法 ハ第1報 記

載 ノ如 シ。

實験方法

1.免 疫 免 疫 元 ハ室 腹 時 「腹 腔 』ニー 同 限 リ注

射 、 注射 量 ハ實 験 群 二從 ヒ種 々 二慶 化 セ シメ タ

リ。 注 射 後 ノ休 養 期 間 トシテ ハ3週 間 テ與 《・タ

リ。1

2.盛 染 休養期間経過後 二感染用人型結核菌

浮游液0.5琵 、即チ菌量約0.00035耗 テ空腹時

「腹腔』二注射 ス。

3.観 察'禮 重ハ毎1週 空腹時秤量ス。(海猿盟

重 ノ推移ハ季節ニヨリ異ルニ就キ、封照 トシテ

無前慮置海猿 ノ1群 テ同時同列二飼養 シ盟重 ノ

推 移 テ観 察 セ リ》

注 意 同 一一群 二屈 ス ル海 瞑 ハ原 則 ト シテ同 一橿

二牧 容 セ ル モ、 特 二性 兇 暴 ナ ル モ ノ又 ハ衰弱 顯

著 ナ ル モ ノテ見 出 シタル時 ハ直 チ ニ別 箇 ノ橿 二

隔 離 セ リ。

余 等 ハ本 賞 験 ト同 一 ノ研 究 テ企 ツル コ ト既 ≒3

同 二及 ピ シモ悉 ク失 敗 ラ繰 返 ヘ シ タル結 果、次

ノ事 實 ラ知 リ得 タ リ。

即 チ海 瞑 群 ニハ其 ノ兇暴 性 テ以 テ君 臨 スルー海

狽 テ生 ズ ル コ ト往 々 ニ シ テ、 ヵ ・ル モ ノハ常 二
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食器 ノ上 二座 ラ 占 メテ他 ノモ ノテ シテ近 寄 ラ シ

メズ、・掲 り自 ラ肥 満 シテ他 ハ盆 丸衰 弱 シ艶 死 績

出 二到 ラ シム ル ノ事 實 ナ リ。

此 ノ如 キ失 敗 二鑑 ミ、 常 二同 一一艦 中 ノモ ノ ・艘

カ ノ均 衡 テ得 シム ル鮎 二注 意 シタ ル結 果 、 始 メ

テ實 験 二成 功 シ得 タ リ.

實 験 第1AO注 射 量1.0妬 ノ場 合

所 見 ハ 第1表 ノ如 シ。

第1表AO注 射 量1.oveノ 場 合

一
試 獣 番 號1翫3211翫3劉 翫323い 転3241翫325h均

411X髄 重1285i295 305i300
__　 -

3021300.6

1111X週 間 ノ墳減1彊 重 一131267 一15/280
一

+713121-12爾 ぽ一
1-213001-3・3

、811X瀾 囎 減1髄1-5,262 一61286 十8/320

一 　

十51293 十101310 十8.0

肪畷 撫欝樋 { -121250 十111297 十61326

一
十31290 一111299 +2.0/307.3

2/X週 間 ノ培減ノ盟重 / 1-52921-161310 一81282 一21!278 一14 .0

91X週 間 蝋1髄1/1-2129・{+81218 十31285 一81270 一 〇.6

161X週 間 ノ培 減1饅 重{/!十5!295

}

一331285 十101295 一251245 一17.6

231X週 間 ノ堪減1饅重 /-121283 一8/277 一71288 /
一10 .0

301X週 間 ノ堆減1竈重 /1+2/285 十31280 一81280 / 十2.5

61XI週 間 ノ培減1饅重 /-151270 一121268 一151265 / 一13 .5
L

131訂 週 間 ノ堵減1饅重 /i_4/266 一61262 / / 一5 .0

201XI週 間 ノ増=減1饅 重 ,/一 一161250
一71255 / /1_11.5

}1

細 週間ノ培測盟画// 一211234

1
/ /1_2・.0

休養期間幅 重ノ推墾+21+21 一10 3
_二 ニー

十6.7

死 亡 時 饅 重1202 1
220 258 205 209.0

死 亡 時 盟 重 ノ減 少i-95! i-、 。6

一

一32 一94 一98 .3

感 染 後 生 存 日訓,62`
67 43 24 51.0

剖

検

所

{肋

剛
臨編
屠 シ、滲出液

iヲ認 ム

1潤濁 シテ所 々
二繊維素性紫

片 ヲ附著 ス
4三 滑 卒 測

1

1

li粗 ニ シテ 滲 出

腹 膜{薩 轟 節ヲ

;1散 見ス

潤濁充血 シテ

轟欝 今悸 滑
散 見ス1

平 滑

i

大 網 劇i欝 郷;
潤濁充血 シテ掴 濁 セル大 ナ
肥厚 シ索状 ヲ
呈 ス

,レ畳 塊 トナ レ

リ

潤濁肥厚 セル
ヲ認 ム

腸 間 膜
肥厚 ンテ結 節
呈占在 シ淋 巴腺
腫 多籔

肥厚 シテ結節
淋 巴腺腫 多鍛
ヲ認 ム

淋巴腺腫多籔
少数 ノ米粒大1
淋 巴腺腫 ヲ認
ム の

1

右 肺

1

所 見

1

暗赤色
粟粒大硝子様
ノ結 節 ヲ散 見
ス

1淡紫灰 白ニ シ

暗赤色

ノ結 節多数 ヲ

認 ム麟 難雛馨蕎沓1
水 中二沈下 ス

重 2.7 3.2 6.8

一 　
2,912.9

左 肺
所 見 同 上 同 上

淡紫灰色
粟粒大硝子檬
ノ結 節少籔 ヲ

認 ム

一

1
同 上

重 2.3 2.5葦.3 2,512.4
、
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、

己3

備

汗,

卑乃

所 見

匡

所 見

1R
一

孟

厩

、
ヲ

不

ノ
シ
節

.凸

色

呈
結

"凹
黄

ヲ

性

一
19

,

一閣
撚
鍵

多
状
節

粒
結
ム

瓢
性
認

面
酪
ヲ

表
乾
倣

考

注
目

リ
均

ヲ

液

H
セ
不
例

菌
2
亡
表
乍

リ

川
第
死
木

リ
セ

染
後
弱
而

ヨ
除

感
射
衰
依
慣
控

4.o
_

ノ
ヲ

状
朕
節

粒
唄
結

願
島
性
ス

面
正
酪
見

表
不
乾
散

'
39一-

L同

3L7
一

表面匹』凸不正
色淡褐色
粟粒大硝 子襟
ノ紺冨畜朽多璽女ヲ

調L
16,0

様
ヲ

状

子
敬

粒

硝
多

顧
色
状
締

面
白
粒
結
ム

炎

斎

粟

ノ
認

}

一畑
守
羅

郵

。
2

7
ア
死

ナ

異

メ
償

控

3

ン

メ

ノ
特

認

均

ヲ

血

嬬

モ
而

ト
李

例

一咳

ノ

シ
依

過

ノ
本

リ

子
見

鮒
散

滑
ヲ

色
挙
節

褐
面
結

黄
表
様
ス

●

15・5L」8i・1

麺 凹凸不正1

姦魏 杏纐
ス

2.1 3。3

實験 第2AO注 射 量2.0琵 ノ場合 所見ハ第2表 ノ如 シ。

第2表AO注 射昼2.0蝿 ノ場合

試 獣 番 號

411X燈 重
}　 -

11!IX週 間 ノ塘 減 ノ髄 重

18!IX週 間 ノ壇 減 ノ饅 重
一 一 一 一

2511囎麟 減1盤重
一一一}

2!X週 間 ノ増減1超重

91X週 間 ノ培減!禮重

161X週 間 ノ培減1髄重
一一

231X週 間 ノ培減/盟重

30/X週 間 ノ増減1膿重

6/XI週 間 ノ塘減/艦重

131XI週 間 ノ培 減!髄 重

20/XI週 間 ノ培減!膣 重

271XI週 間 ノ培減1饅重

41X∬週間 ノ塘減1盟重

111X∬週間 ノ培減1盟重

18ノ距 週間 ノ培 減1饅重

休養期間中盟重ノ推移

死 亡 時 髄 重

死 亡 時盟重 ノ減少

感 染 後 生 存 日数

,

肋 膜

號IN・ ・3261N・ ・327】N・ ・3281N・ ・32glN・ ・

328 337
　へ 　 へ

十81345

-31342

-101332

320

+51333

-8!325

-5/320

一14!306
1

-7!3131

-16/297

-7/290:

_4!2861

-61280

-21278

-X!270

-15/2551

1}

/
　 　

/
-8

240

1-80
1 "65

繊維素性索状
物 ヲ以 テ肺 ト

阻 二癒著 ス、滲 出
液 ヲ認 ム

一81324

--41320

-181302

一141306

十171323

十221345

一201325

-151310

十101320

322

33・ 悸 均

308323.0

一21320

十131333

+513381

十21310

十51315

十161331

一281310

十101320

-231297

一171285十31323

十51290--18/3051

-71298-301260

/i=薄129。i

を1葦11餐 引
/-241250

/-8/242

/-91233

-5十25

258216

-74-129

4889

粗 ニ シテ所 々

滑讃鯉羅
ヲ認 ム

一61291

-191272

-4!268

+7!275

-151.60

-201240

/

/

/

十16

223

-115

65

平 滑

一111320

一一23/297

-71290

一141276

-111265

十5/270

十1271

-81263

-231240

-21238

-131225

-171208

十23

208

-123

84

ZF滑

o

一 〇.2

十4.8

十5.6,333.2

一16.2

一5.0

-10.8

【-8.2

-9.4

L二_i竺_

i-o.5

-12.2

-14 .0

-13 .0

-10 .5

-13 .0

十10.2

229.0

-104 .2

70.2
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明立
ロ

検

所

腹 膜

大 網 膜

腸 間 膜

見

右 肺

左 肺

肝

脾

所 見

重

所 見

'重

所 見

重

所 見

重

潤濁 充血 シテ
滲出液 ヲ充 セ
リ

乾酪性結 節 ヲ散
見ス

梱濁充血 シ肥
厚 セ リ、結 節
ヲ認 ム

淋巴腺肺ヲ認
ム

紫灰 色
粟粒大灰 白色
硝二」陸策ノ糸占節

多数 ヲ認 ム

3.1

同 上

2.6

表面凹凸不正
不正 島嗅朕、

乾酪性結節 ヲ散 見
ス

17.6

同 上

3.2

ZF 滑

掴濁 シテ肥厚
セ リ

淋巴腺肺 ヲ認
ム

様

ス

・卜
'
」
し

トー
ヒ

荘

ー
ユ

色

大

ヲ

赤

粒

節

暗

粟

結

潤濁 シ少敬 ・
乾酪性結節 ヲ
脚 い

梱濁 シテ著:ジ
ク肥厚 ン結 節

鮎在 ス

肥1,ノ:シテ結 節
ヲ散 在 シ、淋

巴 腺腫 ア リ

3.3

同 上

3.1

ヲ

滑
結

下
性

ス

面
配
見

表
乾
散

状
多
沈

色
粒
節

二

白

瓢
結
中

灰
細
性
水

紅
而
酪

、
ス

淡
表
乾
敬
下

洛
一
〇
〇

同 上

3.0

'卜 滑

大 ナ ノレ索 状 ノ

塾 塊 トツーレ リ

淋巴腺腫多倣

18.5

表面凹凸不正
乾酪性結節ヲ
散見ス

2.9

淡褐 色
粟粒大硝子標
糸li節ヲ散見 ス

2.8

同 上

2.4

雛 簗卿 多綿 ヲ

轍 鱗 魏甥酉制生

20.0

同 上

4.1

認 ム

14.2

表面一瓢粒.月犬乾酪
性結鮪 ヲ散

見ス

1.8

前腹 蟹 脇 部 附
近 二少 数 ノ乾

酪 性 結 舶 ア リ

川 固 二涯1濁 充
1血ヲ言忽ム

胃 大鱒 ノ ド部
二沿 フ 左ナ ノレ

索状 ノ煙 塊 ト

±Lヒll

肥Jlノニジテ結 節

淋 巴腺 腫 ヲ認、
ム

淡紫灰色
粟粒大爾子標
結節鮎在ス

2.8

淡 紫灰 色
下部 ノ・暗赤色
粟粒大硝 子様
結 節 ヲ散見 ス

2.6

表而凹凸不 正乾
酪性結 節 ヲ

散 見ス

15.0

表面瓢粒状乾酪
性結節多数

ヲ認ム

3.1

2.7

17.1

2.3 2.9

實瞼第3 AO注 射 量3.0琵 ノ場 合 所 見 ハ第3表 ノ如 シ。

第3表AO注 射量3.0耗 ノ場合
1

試 獣 番

411X膣

1111X週 間 ノ培 減/禮

18/1X週 間 ノ壇 減!膣

25!IX雛 藤 減1禮

21X週 間 ノ培減/盟

91X週 間 ノ培減1饅

161X週 間 ノ増減1膿

231X週 間 ノ壇減1禮

301X週 間 ノ培減儂

61XI週 間 ノ壇減1盤

13/XI週 間 ノ壇減1留

20!XI週 間 ノ培減1艘

27!XI週 間 ノ壇減1髄

4/XII週 間 ノ壇 減1膣

111X皿週 間 ノ培減1盤

號IN・ ・331

重 295

十101305

十91314

-21312

十10/322

-21320

-16!304

-101294

十31297

-221275

-311244

-22/222

/

/

/

・
'

Nr・3321N・ ・3331N・ ・3341N・.3351下

306

-41302

-12!290

-20/270

-51265

-21263

十7/270

-111259

-211238

-101228

/

/

/

/

/

300

-51295

-211274

-91265

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

/

298

十91307

十4/311

-111300

十8/308

-181290

十23/313

十2!315

-13/302

十11303

-81295

-5!290

-10/280

十21282

-21/261

315

-10!305

十11/316

十4!320

一15!305

-31302

-71295

-4/291

一4/287

十31290

-81282

-141268

-8/260

-151245

/

均

303.5

十1.2

十3.0

-7 .2!300.5

一 〇 .4

一6 .2

十1.7

-5 .7

-8 .7

-7.0

-15 .6

-13 .6

-9 .0

-6.5

-21 .0
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18!X皿 週 間 ・堆滅1髄 霊

25!X皿XUt}町 ノま曾'減1艘皿

休養期間中慣重ノ推移

死 亡 壁snvtfi'

死 亡 時 髄,R一ノ減 少

惑 染 後 生 存H倣

班立
n

槍

所

見

肋

腹

大 網

膜

膜

膜

腸 問 膜

右 肺

左 肺

所 見

重

所 見

重

/

/

十17

207

一105

60

粗 ニ ンテ所 々
二膜様4勿ヲ」嚇

著 シ少慨 ノ滲
出液 ヲ認 ム

嘩且ニ ンテ滲 繊
液 ヲ充 セ リ
乾酪性結鮪 ヲ
散見 ス

索}伏トナ リテ
上方 二牽退 ジ
結節鮎在 ス

肥厚 ンテ所 々
二結諦淋 巴腺

腫 ヲ散 見ス

暗赤色

粟粒大、硝子
様結 節多数 ヲ

迎 一_
3.4

同 上

3.2

/

/
一36

190

/

/

●、

一80

竺_

滑

滑

個濁 肥厚 匂 レ
ヲ認 ム

淋巴腺腫ヲ認
ム

肝

備

脾

所 見

淡 禍 色
次 粟 粒 大 ノ結

節 巧散 見 ス

2.9

同 上

2。8

難難舗辮 滑i

重

所 見

重

考

性結筋 ヲ散 見
フ、

18.5

同 上

2.8

少 数 ノ乾酪性
結 節 ヲ認 ム

16.4

表面 凹凸不正
乾 酪性結 節 ヲ
散 見ス

3.1

一211240/

-81232/

十 十5

200222

-100-98

9573

粗 ニ シテ所 々
二繊 維素性禦 平

片 ヲ附著 ス

粗 ニ ンテ少 伍
ノ滲 出 液 ヲ身

乾酪性結筋鮎在
ス

滑

滑

鶏 撚 饗轟 上
溜濁肥厚 ンテ
結節淋 巴腺腫
ヲ認 ム

暗赤色
粟粒大硝 子襟
結 節多鍛 ヲ認
ム

2.8

同 上

2.5

表 面 瓢 粒 状
不 正島喚状 ノ

乾酪性結節多
倣 ヲ認 ム

18.0

淋 巴 腺 腫 ヲー
ム

糠
認

子
ヲ

硝
数

色
大
多

灰
粒
節

紫

粟
結

ム

ユ3

上同

洛ウ
」

表面 李滑
乾酪性結 節 ノ
多鍛 ヲ認 ム

菌
腔

日

セ

核
腹
3

亡

結

テ
第
死

用
以
後
弱

染
ヲ
射
衰

均
ヲ

亭
例

表
本

リ

本

リ

セ

而

ヨ
除

感
液
注
目

リ
依
債
控

同 上

4.2

217

多
状
節

粒
結
ム

穎
性
認

面
酪
ヲ

表
乾
殿

』3

一21.0

一8.0

一3。0

204.8

一95.7

68.5
一 曜

3.1

2.8

17.5

3.3

實験第4AO注 射量5.0琵 ノ場合 所 見 ハ第4表 ノ如 シ。

第4表AO注 射 量5.0蝿 ノ場合

試 獣 番 號1翫34・1M42 Nr.343 翫3州 翫3菊 悸 均

411X髄 重 320 307 296 325 325 319.2

1111X週 間 ノ壇減ノ髄重 一6/314 一21305 十6/302 一81317 一101315 一一6.5

1811X週 間 ノ増減1髄重 十81322 十21307 十14/316 十151332 十351350 十15.0



第10號 】 河 田=抗 結核活働性免疫 ノ獲得 二於 ケ'レAOト 結 核 菌1コ クチゲ ン」ト・敷力 ノ比較實験 1085

2511X艦 墨減ノ鯉

.2/X週 間 ノ培 減1饅 重

9!X週 間 ノ培減ノ髄重

161X週 間 ノ堆減!髄重

231X週 間 ノ培減1饅重

301X週 間 ノ培減1饅重
一
6/XI週 間ノ堆減!饅重

131XI週 間 ノ培減1髄重

201XI週 間 ノ壇減1饅重

271XI週 間 ノ培減1盟重

休養期間中饅重ノ推移

死 亡 時 燈 重

一死亡時髄重 ノ減少

感 染 後 生 存 日 数

剖

楡

所

見

肋 膜

腹 膜

大 網 膜

腸 間 膜

右 肺
所 見

重一

左 肺
所 見

重

肝
所 見

重

脾
所 見

重

一6!316…+81315

-6!3・ ・i-1・/3・5

+14/324「13!292

--39/285-71285

--31282-10!275

-221260-7!268

-5/255-81260

/一 一10!250

/-121233

/-18/220

-4十8

220200

-961-115--dsl
69

一6!310

7-一

こ
/

所 々二繊維素

滑鱗 灘
1液 ヲ認 ムl
l概ネZF滑 ナ レ

ドモ前 上 部 二

滑 結 節 ヲ散 見 シ
ソ ノ周 園 ノ・潤

濁 充 血 セ リ

上 方 二索 状 ト

大 ナ'レ索 状 ノ ナ リテ牽 退 セ1
リ、 結 節 ヲ認畳塊 トナ レ リ
ム

/

皿/
」/

}/

一/

}/

　
-141318十11!361

　　　へ の　　　 　へ
一12!306

1-一 一
一4/302

-281274

'
1-0.21327.5

」_一
一6!355L二 壁

_

十11275

-5/270

-6!264

-19/245

-32!213

/

-7

213

-105

"56

梱 濁 充 血 ジテ

滲 出液 ヲ認 ム
所 々二膜 檬 物

ヲ附 著 セ リ

一151340

十3/343

一19!324

-21/303

-14!289

一4 .5

-17 .7

麟 巴腺腫ヲ謬 駆 鞭ム!巴 腺腫ヲ認ム1

灘 灰龍 一!

鱗欝1難1
1下 ス ー__i

2.813.31

11

同 上 同 上1

2,3i3.1}

表面凹凸不正

魏契蛭焉薩呆整翻

一91280

-171263

+/36

-lll
62'1

粗ニシテ酬
液 ヲ認 ムl

ll

粗 ニ シテ滲 出

平 滑羅 細

梱濁シテ肥厚颪 血シテi
厚 少籔 ノ結 節署 シク肥厚 シ

結 節 ヲ認 ム}ヲ認 ム

饗査三結節麟 欝 燕

18.3 i
見 ス

19.0

!塑巴腺腫ヲ認:講 欝
暗赤色[

!縁 邊鏡 〃シテ潔 灰色
肝様 ヲ呈ス、 表 面穎粒状 二

魏 ラ籍瀞諺欝難
1認 ム ・
12 .613.4

一7,7

-13.7

-8.2

-12 .6

-20 .3

-18 .0

十8.3

218.8

-108 .7

58.8

同 上

同 上

3.0

表面顧粒状 到
シテ乾酪性緒

節 ヲ散 見ス1

1.93.4

2.5

同 上

3.2 2.8

表面凹凸不正
庁 シテ灰白黄表面卒滑

i翻疹灘 娑1疑鰹 羅1
　

1結 節 ヲ認 ム1
ト

113.5119.817.7

表 面願 粒状
表面瓢 粒状 ・粟粒大乃至不乾酪

性 結節 ヲ正 島嗅 状米粒1大
ノ乾酪性結散見 ス

節 ヲ散 見ス

3.14.3 9
、

3



1086 河田=抗 納 核活働 性免疫 ノ痩得 二於 ケルAOト 結 核菌「コクチ ゲ ンJト ノ数 カ ノ比較實験 【第14巻

髄侃 考

核
5
死
検

ノ
得
表
本

リ

結
第
弱
剖
有

メ
本

リ
セ

並
後
衰

、固
認
故

ヨ
除

川

刎

ニ
リ
核

ヲ

シ
償
控

染
注
1ー

セ
結
痩

リ
均
ヲ

感

菌
H
亡
上
病
ザ
李
例

實験第5蜀 照無前腱概海狽ノ戚染程度 所 兄 ハ第5表 ノ如 シ。

第5表 肇r照無前拠趾海狽 ノ感舅と程皮

1試 獣 番 號1翫276翫277翫27ト ーNr・279

」X重3堕 _耳 二 旦・8
1111X週RS:1ノ 場 減1骨豊重 一71298-15!293

18/1x週 「1刊ノ培 減1骨盟重 十21300

25/IX灘 藤 減!髄1

一31290

十151315十81298
　 　 　 　　

2!X週ni】 ノ士曾「減1骨 豊9_t--131302・ 十21300

9!IX週1晋1ノ ±曾減1骨豊重 十3/305-15!285

16/1X週 間 ノ塘減1麗1 一15!290十3!288

2311X週 間 ・壇 減1髄 重} 一15!275-71281

30/1X週 間 ノ塑 翅 重i

61XI週 間 ノ堀「減/盟 重

一31272-9!272

13!XI週 間 ノ堆減!髄重

20/XI週 間 ノ培減1燈重

休養期間中燈重ノ推移

一141258-30!242

十21260 /

一一251235 /

十10 一10

295
　ゆ　　 　　 　

-10!285-181302

32じ一∴i;穿
にロ 　　　　

十6!323-8.8

二厘 ゴユlp亟 一L土2坐 十3.6

一2!290

一12/278

+11313i十151340十7.41311.2

十71320-22!:s18 一7.6

十412821-=
1琢派rl

一一271293-281290 一12.6

一8!285 01290 一6.4

一281242-15!270-27/263 一18.4

一271215-71263-131250 一11.8

/-81255 / 一17
.3

/ 一201235 /
一9

.0

/

死 亡 時 髄 重;212

死 亡 時 禮 重 ノ減 少1-103

/ /
一25

.0

5 一7 十23 十2.2

195 205

85

210 220 208.4

一103 一一103 一120 一102.8

感 染 後 生 存 日鍛

t肋 膜

59 39 38 53 語 一 45.6

粗ニシテ脈 脈 二粗カ レ1
二繊維素性架 繊 維素性 索禦 卒

片 ヲ附著 ス …ヲ附著ス

潤濁 充血 シテ
所 々二繊 維素

沿 性禦片 ヲ附著 平1
ス滲 出液 ヲ認

;ム_

滑

剖

一1

・、"

幽 充tu・yテi

膜塗購;識 匪
ス

大 網 膜

1腸 間 膜

[槍 ・

右 肺
所 見

重

滑悸 滑繹轍 『雫
驚 隻儲 ヲ1

滑i・

綴 蠣 三摩呪 厚ζ1著シク朋 セ1va濁充r痴 ル轟テ潤濁充血

牽退 セ リ リ
リ

嬬髄 恥 巴腺腫剛 巴腺腫留羅髪縫 藤淋酬 鵜
節鮎在 ス

/結 節 ヲ散 見 ス 形 成 ス
ー一.,_L:Lll -_=r-i

腫 ヲ認 ム1ヲ 認 ム

難1欝i灘il雛轟
3.5 2.8 3.2 3.7 4.2 3.5
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所 左 肺

見

肝

淡 紅灰 白色 二

}シテ ー 部 ハ 帯

斑
多

認
下

・
ス
つ
沈

色

呈
節

二

白

ヲ
結
中

灰

状

・
水

黄
紋
藪

ム
ス

見所

重14.1
1___

表面凹凸不 正
1ニシテ灰 白黄

リ
小
性

ス

ア
至
酪
見

紋
乃
乾
散

斑
大

,
ヲ

ノ
粒
大
節

色
稟
豆
結

見所

重 22.0

表面穎 粒状 二
緑邊不正形 二

所 見1シ テ粟粒大

暗赤色 ニ シテ
肝機 ト+リ.
水 中二沈 下ス
粟粒大 ノ乾酪
性結籟 ヨ散 見
ス

2.9

表面李滑 ニ シ
テ肉眼上結節
ヲ認 哩}ズ

14.5

脾

糟1

正

ノ
ヲ

不
数

節

凸
少
結

凹

テ
大

面

シ
粒

表

二
粟

ム

『 一 甲}一 「一『

暗 赤色 ニ シテ暗 赤色ニ ン烈
下部 ハ肝機 ト表面 二灰 白黄淡紫灰 色 ニシ
+リ 、水 中二色 ノ斑紋 ヲ認 テ黎粒大硝子
沈 下ス粟粒大 ム,粟 粒大 ノ1標結節 ヲ散 見

罐 鱒 締 脚 鍬 ヲ認1ス

3.0 3.6 3.6

蔑轡竃 誰鰻 舗麺稀
絞 ア1,少 倣 ノ1碗f標 ノ粟粒 乾 酪 性 結 節 ヲ

塑 性櫛 ヲ解 瀞 槻 槻 ス

18.8 20.5 18.0

3。4

18.8

表面凹凸不鵡

魏辮 纏 欝 多灘 牒1

重 2.2

結節 ヲ散 見 ス勲 ヲ認 ム

　

3.14.5

i白黄 色 ノ膜 機物
ヲ附 著 ス1

4.3 3.9

所見概括

實駿 第1ヨ リ第5マ デ ノ所 見 ラ概 括 セル ニ第6表 ノ如 シ。

第6表AO・ 用量 ト免疫獲得(感 染〕程度 トノ關係

A・(蛭)1・1・ 』 」2・ ・13・ ・15・ ・

AO注 射 前 髄 動1300・6 323.0 303・51319・2

休養期間 中 ノ饅重 ノ培減 1十6.7
1

十10.2
一3 .0 十8.3

悪 染 前 饅 重 311.21307.3 333.2 300.5 327.5

死 亡 時 饅 重 208.4 209.0 229.0 204.8 218.8

死 亡 時 饅 重 ノ=減少
一102 .8 一98 .3 一104 .2 一95 .7 一108 .7

減 量 度 2.24 1.92 1.48 1.40 1.77

感 染 後 生 存 日 数 45.6 51.0 70.2 68.5 58.8

'
右 慣

敷 3.5 2.9 3.1 3.1 3.0

死

亡

時

臓

器

重

量

肺

i野盟 重100瓦 1.7 1.4 1.4 1.5 1.4

病愛 進行度 乳
0,026
(0.013)

0,018
(0.013)

0,013
(0.009)

0,015
(0.010)

0,016
(0.012'

左

肺

實 歎 3.4 2.4 2.7 2.8 2.8

封 饅 重100瓦 1.7 1.1 1.2 1.3 1.3

病髪進行度2
0,028
(0.016)

0,014
(0.013)

0,011
(0.009)

0,014
(0.011'

0,016

iO・Ol2

肝
陰 籔

18.8 18.1 17.1 17,517.7
1

に野 饅 重100瓦 9.9 8.6 7.5 8.58.1

病愛 進行度2
0,133

、0.013)

0,094

`0.011
、 ノ

0,053

ρ.007二 ・

0.07010,073

0.0030,0091曹

脾

責 籔 3.9 3.3 2.9 3.3 3.2

封 髄 重100瓦 1.9 1.6 1.3 1.6 1.5

F

陣 難 行度2
0,037
(0.020)

0,027

(0.017)

0,016
i(0

.012、

0,020

10.012)

0,022
(0.015)

一一 　 -■ ■=「L



1088 河 田=抗 精核活働 性冤疫 ノ獲得 二於 ケ'レAOト 結核菌 「コ クチゲ=ソ」1・ノ教力 ノ比較賓験 【第14巻

1)感染 描時 ヨ リ死 亡 二至'レ迄 ノー・Il7rg均減 憧 度

2)moIrt:IOOIii=換 算 セ う レタ'レ臓 器 墳 肚度(感 染 ヨ リ死 亡 二至,レ マ デ ノー-H李 均 場 量 度)

()内 ノ倣 字 ・・臓 器増 紐度 ヲ更 二臓 器 重 肚1.0瓦 二換 算erPt]vモ ノ(臓 器柵 患 程 度)

以 上 ノ實瞼 成績 巾特 二注11ス ベ キ所 兄 テ列 睾 ス

レバ下 記 ノ如 シ。

(1)AO詫 射 後3週 間 ノ休 養 期 間 巾 二於 ケル艦

・r,:ノ推 移 ハ油 射後 第1週 二於 テ週 間 職 重 柵 減ZF・

均 二就 テ『増 加 』テ示 セ シモ ノハAO川 ・lll:3.0耗

ノ場 合 バ ニ シテ.他 ハ線 テ『減 少 』テ示 シタ リ、

第2週 ハ聰 テ ノ揚 合 二塒 加 テ示 シ、 第3週 ハ川

量1.0妬 及 ピ』2.0琵 ニ テハ塒 加 、 川 量3.0耗 及

ピ5.0耗 ニ テハ減 少 テ示 セ リ。 帥 チ約 言 ス レバ

艦 重 ノ壇 減 ハ不 定 ナ リ。

(2)感 染 後 禮 重 ノ推 移 二就 テ ハ大 勢 バー 路 滅 少

第1圖 免疫元AOノ 用量 ト感染 ヨ リ死亡 二至,レマ

デ ノ燈重 ノ毎24時 間減 量度 トノ關 係(第6表 参照)

∵

工

⊥

難."

需 一却

馨
度 一P〃2。 」。se

↑ 一_A。Mfi(iHi)

第3圖 免 疫 元AOノ 用 量1・ee重100瓦 二封 ス ♪レ

右 肺 培 量(病 墾 進 行 渡 トノ關係(第6表 参 照)

軍oo30

位

饅重

右
肺o・020

量
　

病o .o!o攣

甕
摩o・ 〃w3・

一 サ免疫元用量(蛭)

∴赴 ク裡 ニ モ往 々 『増 加 ノ傾 向 テ示 セル海猿 」ラ

散 兄 ス。 各 群 ノ 週 間 髄 重 壇 減 李 均 貞 就 テ見 ル

モ、AO用 鑑1.0妬 ノ楊 合 ノ 第5週 目及 ピ用量

3.0耗 ノ揚 合 ノ 第3週 間 二 「恥 加 ノ現 レ」ア リ。

是 等 ハ病 励 蓮 行 歌 態 ガ漸 進 的 ナ ラズ シテ中 途何

モ ノニ カ妨 ゲ ラル ・モ ノ アル コ トヲ示 ス モ ノニ

シ テ、 即 チ『免 疫 致 果 ノー・表現 」ト思 考 セ ラル。

(3)感 染 後 艦 重 ノ減 少 セル量 ハAO用 量3.0耗

ノ場 合ii]ii小(-95.7瓦)ナ リ。

(4)感 染 ヨ リ死 亡 二至 ル マ デ ノ毎1日 二於 ケル

禮 重 ノ減 量 度 モ亦 タ同様AO用 量 、3.0姥 群 二

第2圖 免疫元AOノ 用 量 ト感染後生存 日鍛 ト

ノ關係(第6表 参照)

砂

細

蘂笙

〃

奮

lo・asto6u
-一→免疫 元用量(蛯)

ノ 、
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■

}1

乃 10

第4圖 免疫元AOノ 用 量 ト饅重瓦 二封 ス)v

左肺 堆量(病 愛進行)度 トノ關係(第6表 参照)
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↑→ 免疫元用量(蝿)
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第5圖 免疫元AOノ 用量 ト髄IR100瓦 二封 ス,v

肝臓堆量(病 塑進行)度 トノ關係(第6表 峯 照)
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位01ro
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於 テ最 小(1.40瓦)ナ リ。(第1圖 参 照)

(5)感 染 後 生 存 日数 ハAO用 量2・0耗 ノ場 合 最

大(70.2日)ナ リ(第2圖 参 照)。

(6)肺 、肝 、 脾 ノ艘 重10q瓦 二封 ス ル檜 量 度 及

t'ee重100瓦 拉 二臓 器 重量1.0瓦 二封 ス ル壇 量

度 即 チ臓器 罹 患 程 度 ハAO用 量2・0琵 ノ場 合最

小 ナ リ(第3圖 乃 至 第6圖 参 照)。 コハ生 存 日撒

ヨ リ観 タル最 大 免 疫 程 度 トー 致 スル所 ナ リ。

(7)第1報 二於 テ述 ベ タル ガ如 ク健 常 試 獣 ノ感

染 ニ ア リテ ハ脾 ハ感 染 二用 ヒタル菌 量0・00035

耗 以 上 ノ場 合 『菌 量 ノ差 二因 ル臓 器増 量 度 ノ差 」

ラ示 サザ リ シガ、AO免 疫 試 獣 ノ感 染 ナ ル本 實

結

1.豫 メ冤 疫 元AOノ 種 々 ナ ル量(1.O-5.0)テ

注射 セ ラ レタ リシ海狸 モ、生結 核 菌 腹 腔 注 射(菌

量0.00035耗)ニ ヨ リ 悉 ク 結 核 二罹 患 シ、ZF均

45.6-70.2日 一 シテ死 亡 セ リ。

2.然 レ ドモAO注 射 テ受 ケザ リ シ健 常 海 狼 ノ

感 染結 果 二比 較 ス レバ 下記 ノ如 キ差 別 テ示 シ タ

リ。

A感 染 後 ノ禮 重減 少歌 態 ハ漸 進 的 ニ ア ラズ。

膿重減 少 絶封 量 及 ピ減 量 度 ガAO動 物 ニ ア リテ

・・2.24:1.4ノ 比 二於 テ明 白 二小 トナ リタ リ。

B感 染 後 ノ生 存 日撒 ハAO動 物 二於 テ ハ最 大

45.6封70.2ノ 比 ニ テ延 長 セ ラ レタ リ。

第6圃 免 疫 元AOノ 川 肚 トve.lrtlIOO瓦 二鮒 ス,レ

脾 臓 堆 量(病 墜 進 行)度 トノ聞係(第6圖 参 照)

o"o

箪

位

髄oωo

脾堆

tttaOte

鋳

霊2",

叢
↑ ・ 。t,。z。i。5。

一→免疫元用1達(蝿)

験 ニ ア リテハ 菌 量0.00035耗 二 於 テ『免疫 元 用

量 ノ差 二 因 ル 臓 器 増 量 度 ノ差 』テ明 示 シ得 ル事

テ知 リ得 タ リ。 是 即 チ既 二第1報 二於 テ述 ベ タ

ル ガ如 クAOニ ヨル免疫 獲 得 ガ確 謹 セ ラ レタル

一 一一 一一 一 一 一 一 冒

__一

一一一 一

モ ノニ シテ、 此 ノ指標 二立脚 シテAO用 量2.0

妬 ノ免疫程度 ノ最大ナルコ トモ亦 タ同時 二明謹

セ ラ レタ リ。

(8)封 照無 前 塵 置海 狸 群 二於 テハ 感染 後 全 部 ノ

観 察 テ全 ウ シ得 タル ニ反 シ、AO注 射 海狽 群 二

於 テ ハ用量2.0耗 ノー 群 テ除 外 ス レバ他 ノ絡 テ

ノ群 中 ニ ア リテハ其 ノ中 二必 ズ早 期 死 亡 ニ ヨル

除外 例 テ績 出 シタ リ。

論

℃ 肺 、肝 ノ禮 重100瓦 二封 スル増 量 度,,epチ 病

勢 竺行 程 度 ハ減 弱 セ リ。 特 二健 常 無 前庭 置試 獣

ニ テハ感 染 程 度 ト檜 量 度 ト ノ間 二密接 ノ關 係 テ

示 サザ リ シ脾 二 於 テ ノ増 量 度 ガ0.029封0.016

ノ比 二於 テ顯 著 二小 トナ リ タ リ。 マ タ死 亡 時 二

於 ケル脾 ノ罹 患 程 度 モ0.021封0.012ノ 比 二於

テ小 トナ リタ リ(第1報 蓼 照)。

3.AO注 射 量 ト免 疫 程 度 トノ關 係 二於 テハ 用

量2.0耗 ニ テ免 疫 程 度 ハ最 大 、 用 量3・0耗 ニテ

ハ免 疫 獲 得 ハ膿 重 減 少 度 以外 ノ凡 テ ノ指 標 二於

テ相 一 致 シテ却 テ減 弱 セ リ。

4.AOノ 用量 テ1.0ヨ リ5.0琵 マ デ種 々 二墜
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化 ス,レ コ ト轟 ヨ リ テ到 達 シ得 ク ノレ最 大 発 疫 程 度

ハAO2.0妬 二 依 ル モ ノ ー・シ 」一、 此 ノ際 感 染 後

ノ禮 ・重減 少 程 度 ∴於i'2・100:151∴ 、 生 存11

傲 ∴ 於 テ・・100:154∴ 、 臓 器 壇 飛 度(り1髄 必進 行

度)∴ 於i'2・ 、 右 肺 ハ100:200-、 ノt:肺ハ100:

254∴ 、)j1=,f,ノーノ、100:250.r・ 、 月卑=.テ ノ・100:

230∴}曾 曜皿 ヒ ラ レ タ リ。

5.然 レ ドモ、 イ也仙ij無前 腿 置 歩鱈照1向:ぢS・lt=方奄テ

ハ 全 例 二 圧 リ テ 諸 内 臓 ガ結 核 ∴特 有 ナ ル 病 励 テ

駿 生 一7・.)レニ 必 要 ナ ル期 間 グ ケ ノ1三存 シ、 槻 察 テ終

了 シ得 タル ニ反 シ、AO梅 猿 群 二於 テハ1群 ラ

除 キ他 ノ3群 一f一ア リiハ 早 期 艶 死 動 物 績 出 シタ

リ。

故 ・=AO∴ ア リテハ 注射 後 休 養 期 間 二於 ケル試

獣 鵠 重 ノ推 移 ノ不 定 ナル1債 卜併 セ考 フル時 ハ

「AOナ ル モ1ハ 或 ル個 盟 二 封 シテハ不 適 常 ナ

ル作 川 テ有 スル ニ 非 ザ ル無 キ ヤ』 ラ疑 ハ シムル

tノ ∴ シテ、 少 ク トモAOガ ー般 的 健 康 」曾進 剤

トシ テハ試 獣 ノ上 二何 等 寄與 ス ル慮 無 カ リシテ

断 言 シ得 ル モ ノナ リ。




